
駅売上げデータ自動収集

処理システム

近年,鉄道企業は経営上椎々の困難

に面しており,経営効フ宰の1叶ヒが重要

課題とされ､多くの業務分野で自動化

を進めト【タルシステムの充実が図ら

れている(〕駅業務においても,従来か

ら自動券売機,精算機,定期券発行機

などの自動化機器が∠善人されており,

更に売上げデ【タは発売機に直結した

テープに収録され,二れをセンターの

計算機で処理する方法がとられている

ところもある｡

日立製作所では最新の技術を生かし,

売上げデⅦタ自動収集システムを開発

した｡これにより,従来,駅務員が毎

日行なっていた売上金の集計,報告書

作成業務が自動化され,データの正確

化,収納業務の迅速化が図られる｡

本システムの構成を図に示す｡⊃ 中央

装置はHITAClOII､周辺機提,及び

デ【タ収集親局装置から成り,各駅に

おける装置はデータ収集子局装置,発

売機とのインタフェース装置などで構

成される｡

各駅の自動発売機のデ【タは,一度

駅子局装置で券種ごとにメモリ してお

き1日の収納締切時に中央親局装置を

経由して,HITAClOIIにオンライ ン

伝送される｡HITAClOIIは,このデ

ータの内容チェックを行ない,当日の総

収入,駅単位収入,発売機単位収入な
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ど収納報告書を自動作成する｡締切時

以外の時間帯では,中央装置でも駅一装

置の動作監視を行なう｡

本システムは札幌市交通J副二納入し

現在第1期として主要8駅を対象に,

発売機約270≠言,1日の総発売件数の約

70%をオンライン収集している｡

また,ターミナル駅のように発売機台数

の多い大規模駅では,駅にHITAClOII

を設置して収納処理を行なう方法もあ

り,東京急行電鉄渋谷駅,名古屋鉄道

新名古屋駅に導入されている｡

二大に定期券発行機の場でナは,券売機

と異なり,乗車区間,経由,期間など

の組合せで,運賃も多種類となる｡し

たがって,収納処理ばかりでなく運賃

検索機能が必要である｡日立定期券発
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行オンライ ンシステムでは,駅グ)定期

券発行機を伝送系を介Lて,中央のミ

ニコンピュータとオンライ ンで結合し,

運賃検索及び収納処増を一一元化し,各

種報告書を自動作成しているr)

この程期券発行システムは,東京急

行電鉄株式会社に納入され,現在,約

30子‡の定期券発行機をHITAClOII2

台で集中管理しているt,

以上,各種の売上げデータ自動収集

処理システムは,鉄道ト【タルシステ

ムを構成するサブシステムの一つであ

り,臼二在製作所では,単に収納業務の

自動化だけでなく,他部門業務との相

互関連を含め,総合的にアブロ】チし,

システムの開発に努めている｡
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